
  

  

研研究究内内容容：：  学学内内ににおおけけるるススママーートトデデババイイススのの利利活活用用方方法法とと利利便便性性のの追追求求  

今後、都市や地域におけるさまざまな社会課題が深刻化すると危惧されており、その解決として有望視さ 

れているのが、新技術や各種データ活用をまちづくりに取り入れたスマートシティの取り組みである。 

本校では、このような社会課題を解決すべく高度な教育を行っていく必要があり、すでにクラウドサービス 

を取り入れた教育が始まっている。これに伴い、進化するハイテクのスキルを習得できる環境や安心・安全 

で快適・便利なサービスシステム（環境）の活用を学内に取り入れたスマートカレッジを目指している。 

進化を遂げるスマートデバイスは、重要な役割りを果たすツールとして利活用方法を追求している。 

●スマートデバイスの更なる利活用 

①BYOD（Bring Your Own Device：個人所有デバイスを授業や連絡手段等で利用）の高性能化と役割 

②NFC とスマートフォンの連携によるスマートな利活用方法の追求 

③クラウドサービス機能の利活用方法の追求 

 

スマートデバイスと NFC の連携によるスマートな利活用方法 
 

① スマホ操作をせずにスマホ機能（アプリ）をダイレクトに活用 

・スマホ操作が苦手な方のアシストとして利活用 

・操作の簡略化（頻繁に利活用する場合） 

 例）特定の電話番号への発信 

   アプリの表示（メモ帳の表示、カレンダーの表示、計算機の表示等） 

 

② Web ページと連携させたスマートな利活用方法 

・出席管理 

・Teams や OneDrive 等ダイレクトに接続等 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：    
スマートデバイスの利活用による利便性の向上 

 
氏氏名名：：      本間 康行 ／ HONMA Yasuyuki EE--mmaaiill：：  y-honma@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  学士（経営） 

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  教育方法、スマートデバイス 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・情報教育の指導 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

 

  

  

研研究究内内容容：：  ヒヒトトやや地地球球ににややささししいい  ““ああたたららししいい材材料料””  ををつつくくりりまますす  

    

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  

天然高分子材料の新しい利活用法の開発 
 

氏氏名名：：      志村 良一郎／SHIMURA Ryoichiro  EE--mmaaiill：：  shimura@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  修士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本応用糖質化学会、化学工学会 

キキーーワワーードド：：  天然高分子、バイオマス、構造解析、セルロース、澱粉、粉砕 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・分析機器による各種分析依頼 

・各種試料の構造解析や形状観察 

・天然高分子材料の有効活用（澱粉やセルロースなど） 

・粉砕などの物理的処理 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

X 線回折装置（XRD） レーザー回折式粒度分布測定装置 

X 線光電子分光分析装置（XPS） 走査型電子顕微鏡（SEM） 

示差走査熱量測定装置（DSC）  

熱重量示差熱分析装置（TG-DTA）  

熱機械分析装置（TMA）  

  

  

“天然高分子材料”は、自然界で半永久的に生産されるため非常に低環境負荷でエコな材料として

注目されています。澱粉やセルロースの出発原料は穀物や木材などであり、どこにでもある身近なもの

ばかりです。しかし、天然高分子材料の分子構造は複雑で非常に強固なため、使用目的に合わせた構

造・物性の制御が必要不可欠です。そこで本研究では天然高分子材料が元来持つ様々な特徴を生か

しつつ、適切に構造制御された新規材料を開発することで従来ではあり得なかった新しい利用法・活用

法の開発を目指しています。想定される応用先は食品から工業まで多岐に渡るため、専門分野にとら

われず柔軟な発想で課題解決や材料開発にチャレンジしています。基礎研究から応用展開を想定した

構造解析や熱的・機械的特性評価などを検討しています。 

－ 82 －

教
育
研
究
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー


